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PEPNet-Japan では、全国の大学から寄せられる聴覚障害学生支
援に関わる相談に対し、全国的な大学・機関間のネットワーク
と正会員大学・機関の持つ支援ノウハウを活かし、対応しま
す。聴覚障害学生への合理的配慮の提供や支援体制構築等に関
する資料提供、情報提供、講師等の派遣・紹介、個別事例への
助言などを行います。

相談内容の例
○支援体制づくりや支援の
　具体的な方法について
　アドバイスがほしい
○他大学での支援の事例を知りたい
○支援に関する資料やテキスト、文献を入手したい
○FD/SD 研修会や支援者養成講座の講師を派遣してほしい
○支援技術（遠隔情報保障など）の導入をサポートしてほしい

ご利用いただける方
主な対象：大学等の高等教育機関で障害学生への支援・教育に
携わる教職員の方 
その他、聴覚障害学生（進学予定者も含む）、支援関係者、保
護者等からのご相談もお受けします。

対応体制
相談内容や大学の状況に応じ、以下のような対応を行います。
（※印は PEPNet-Japan 正会員大学・機関が協力） 
○PEPNet-Japan 事務局や相談対応事業委員からの助言提供
○資料の提供 （PEPNet-Japan 発行の教材は無償）
○関連機関等の紹介・ネットワーク形成のサポート
○研修内容に応じた講師の派遣・紹介※
○見学受け入れや事例提供を行う大学の紹介※
○支援技術に関する訪問指導や運用上の助言提供※

聴覚障害学生支援に関わる相談対応事業

PEPNet-Japanの活動
成果を広く発信する
とともに、全国の大
学の支援実践につい
て情報交換をするこ
とを目的に、毎年１
回シンポジウムを開
催しています。

DVDシリーズ｢Access!
聴覚障害学生支援」を
はじめとする多様な
教材を作成し、全国
の大学・機関関係者
等、ご希望の方に広
く配布しています。

全国の高等教育機関における聴覚障害学生支援の情報を掲載する
データベースで、各大学の支援状況や支援事例を共有すること
ができます。
(登録制、一部は自由に閲覧可能）
URL：http://pepnavi.net
(下のQRコードからご覧いただけます）

作成した教材をはじめ、聴覚障害学生支援に関わ
る多彩な情報をウェブサイトで発信しています。
URL：http://www.pepnet-j.org/
(右のQRコードからご覧いただけます）

PEPNet-Japanで取り組んでいる事業の様子やイベ
ントのお知らせ、成果物のご案内をしています。
PEPNet-Japan公式アカウント：
@PEPNet_Japan
（右のQRコードからフォローできます）

Twitterアカウントの運用

聴覚障害学生支援MAP（PEPなび）の運営

全国の大学で、より高いスタンダードでの合理的配慮の提供が
なされていくよう、基盤の構築を図っています。
正会員大学・機関間の
情報交換会を開催する
ほか、正会員大学・機
関のリードによって各
地域の情報交換会等が
開催されるよう促進し
ています。

大学全体の支援体制引き上げ

ノートテイク

ノートテイク

ノートテイク

ノートテイク

ノートテイク
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聴覚障害や情報保障の基本的
な知識に加え、障害者差別解
消法に関わるトピックを追加
した支援関係者必読の冊子。
Webでリーフレット版も公開
しています。

―PEPNet-Japan TipSheet集（改訂版）

聴覚障害学生の意思表明をど
のように促し、支えているか、
支援担当教職員のインタビュー
結果などをまとめています。
(2016年度モデル事例構築事
業主幹：関東聴覚障害学生サ
ポートセンター）

聴覚障害学生の意思表明支援のために
―合理的配慮につなげる支援のあり方

聴覚障害学生や高校生が、「障
害者差別解消法」や大学につ
いて知り、書き込み式のワー
クを通して自らのニーズを整
理し伝えることで、一歩前に
踏み出すための冊子です。

聴覚障害学生サポートブック
―18 歳から学ぶ合理的配慮―
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大学での情報保障（手話通訳・文字通
訳）を地域通訳に依頼する際に活用で
きるハンドブック。地域通訳者の養成
方法や依頼手順のほか、関係者との連
携のあり方等を詳細に記載しています。
(2013・2014年度モデル事例構築
事業　主幹：みやぎDSC）

聴覚障害学生が自ら周囲の
人々に働きかけ、必要な支援
を生み出す「エンパワメン
ト」に関して、基本的な概念
や大学で取り組むことのでき
るさまざまな実践について紹
介しています。

大学教職員のための地域通訳依頼ハンドブック

聴覚障害学生のエンパワメント事例集

―よりよい連携を目指して

遠隔情報保障支援の導入に関わ
る手順や多様な活用事例を紹介
したマニュアルと、研修会報告
を含む４年間の事業報告書。基
礎知識から将来像まで網羅した
２冊です。

遠隔情報保障実践マニュアル・事業成果報告書

支援学生がより主体的に活動
し、支援の質向上や支援組織の
発展的な運営に貢献するための
事例集。具体的な実践例を多数
収録しています。
(2013・2014年度モデル事例構
築事業　主幹：みやぎDSC）

学生同士がつながる支援コミュニティづくり
―支援学生の「主体性」を引き出すマネジメント

2011年に発生した東日本大震災の際
には、被災地域の聴覚障害学生の安
否確認に協力しました。授業開始後
は、全国から遠隔でパソコンノート
テイクを提供する試みを実施し、13
の連携大学から4大学約20名の聴覚障
害学生に対し、のべ約300コマへ支援

を行いました。また、2016年に発生した熊本地震の際には、
全国4大学（うち2大学は東北地区で支援を利用）から被災地の
聴覚障害学生に対し、遠隔情報保障支援を提供しました。

これまで取り組み事例が少
なかったり支援が困難で
あった分野を取り上げ、新
たな支援事例の創出を図っ
てきました。これまでの成
果は事例集やハンドブック
等にまとめ発信しています。

モデル事例の構築と成果発信

東北地区／熊本地区大学支援プロジェクト

各種研修会の開催
これまでの活動で得た知見
や作成教材をもとに、聴覚
障害学生支援に関わる研修
プログラムを開発し、モデル
研修会を開催してきました｡
例）障害学生支援教職員研修会
　　聴覚障害学生支援技術講習会
　　聴覚障害学生エンパワメント研修会 ほか

地域ネットワークの形成支援
近隣の大学の支援担当者が集ま
り共同で研修会を企画する機会
を通じて、地域ネットワークの
形成をサポートしてきました。
2012年度　関西地区・東北地区

　2013年度　北海道地区
　2014年度　東海地区
　2015年度　沖縄地区
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PEPNet-Japanは2018年度から新たな体制となり、より幅広い大学・機関及び個人の方に参画していただける組織となり
ました。シンポジウムや教材の提供など、従来通りすべての方にご参加・利用いただけるものもありますが、会員にな
るとより密な情報提供・情報交換が可能になります。ぜひご入会ください。

入会申込の方法は、会員種別ごとに異なります。詳しくはPEPNet-Japanウェブサイトでご確認ください。

⑴正会員大学・機関
聴覚障害学生支援の体制を有し聴覚障害学生支援の実績のあ
る大学、または聴覚障害学生支援を主たる活動目的とし、大
学の支援体制構築に貢献した実績のある機関。
※正会員大学・機関は全国の大学等に向けた支援ノウハウの発
信など、PEPNet-Japanの活動に貢献する役割を担います｡

⑵準会員大学・機関
聴覚障害学生支援の情報を得たい、または聴覚障害学生支援
に関心のある大学、大学内の組織、または機関。

⑶個人会員
聴覚障害学生支援の情報を得たい、または聴覚障害学生支援
に関心のある個人。

会員種別

メールによる情報配信サービス
会員の方を対象に、聴覚障害学生支援に関する情報をお届けするサービスです。事務局または登録者の方からお寄せいただいた情報
をメールで配信します。

情報交換のためのメーリングリストへの参加
※正会員または準会員の大学に所属する教職員限定
聴覚障害学生支援に関する情報交換や意見交換ができるメーリングリストを運営しています。登録者の方が直接投稿でき、他大学の方
とのやり取りや最新情報の共有にご活用いただけます｡

情報交換会への参加
正会員大学・機関の方々を参加対象とした情報交換会を年に 3 回開催します。聴覚障害学生支援に関するトピックについて情報交換
や事例報告を行います。

イベントや成果物の先行案内（詳細は会員種別や内容に応じて決定）
PEPNet-Japan が主催する各種イベントの案内や成果物発行のお知らせを、一般案内に先行してお届けします。正会員大学・機関には
優先申込のご案内をする場合があります。

会員になると…

入会方法

運営体制

本会の最高意思決定機関。

運営委員会

総会

PEPNet-Japan 組織図

活動方針等について
協議を行う。

【代表幹事大学】

【準会員大学・機関】 【有識者】

【個人会員】

【幹事大学・機関】

【正会員大学・機関】

代表
事務局。代表と運営委員を選出。

総会へのオブザーバー参加が可能。 聴覚障害当事者等の有識者。
代表が指名する。

総会へのオブザーバー参加が可能。

正会員大学・機関から選出される。
運営委員を 1名ずつ選出。

総会での議決権あり。

正会員
大学・機関

準会員
大学・機関

個人会員

大学等の高等教育機関（部署単位は
不可）、関連機関・団体

大学等の高等教育機関および部署・
組織、関連機関・団体

個　人

情報配信
サービス

◯
◯

中心的に
参加可

×
原則と
して不可

◯
対象条件の
あるものを除く

×
原則と
して不可

◯
対象条件の
あるものを除く

◯

◯

事業への
参加

シンポジウム等の
案内

◎
優先参加の可能性あり。
対象条件のあるものを除く

成果物

先行
配布

先行
案内

一般
案内

入会単位 情報交換会
への参加

◯

×

×

情報交換ML
（教職員限定）

○
大学等の
教職員のみ

○
大学等の
教職員のみ

×

◯

×

×

総会
議決権

◯

×

×

幹事大学・機関
への立候補

正会員 準会員 個人会員

正会員 準会員

正会員
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　日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）は、全国の正会員大学・機関と

共に聴覚障害学生支援のパイオニアとして、聴覚障害学生のニーズに寄り添い、時代に横たわる

さまざまな課題に取り組みながら、新たな事例やノウハウを生み出し、発信していくことを使命

としています。 あわせて全国の大学における聴覚障害学生支援の実態に目を向け、そこから学び

を得るとともに、支援が行き届いていない大学における支援体制を引き上げていくことが、我々

の責務であることを自認しています。これらのミッションを達成し、よりよい支援体制を1つで

も多くの大学等に広げていくため、「高めあう」「ともに学ぶ」「協働する」「発信する」を

キーワードに活動を展開しています。

　2019年4月現在、32大学・機関に正会員としてご登録頂いております。各大学の取り組みは、

聴覚障害学生支援MAP（PEPなび：http://pepnavi.net ）に詳しく掲載されています。

正会員大学・機関

聴覚障がい学生と支援学生、教
職員が協力して支援者養成や手
話学習、啓発活動に取り組んで
います。教職員は聴覚障がい学
生や支援学生の相談にも対応し
ています。
（担当：アクセシビリティ推進委員会）

札幌学院大学★

本学では、すべての学生が公平
に学ぶ機会を得られるよう、利
用学生との相談を通して、必要
な支援を行っています。また、
支援学生の養成や理解啓発にも
力を入れています。
(担当：アクセシビリティ支援室)

北海道大学

みやぎDSC★

文字通訳および手話通訳による
情報保障、専任スタッフと障害
別専門教員によるサポートを提
供しています。また、PCテイク
や手話通訳に関する講習等を行
い支援力向上に努めています。
（担当：障害学生サポートルーム）

群馬大学★

利用学生のニーズに応じて手書き
やPCを主としたノートテイクを行
い、音声認識通訳等の情報保障
にも積極的に取り組んでいます。
また、学生が中心となり練習会や
各種交流会等を実施し、学生と共
に支援体制を作っています。
(担当：しょうがい学生支援室)

宮城教育大学★
障がい学生支援室と学部・研究
科が連携して、ノートテイク、
PC通訳、手話通訳など、修学
に必要な支援を行っています。
障がいに関する授業の実施など
の理解啓発、新しい支援技術の
導入にも取り組んでいます。
（担当：障がい学生支援室）

早稲田大学★

臨床心理士、CSW等との面談を
経て、支援を必要とする学生一
人一人に合わせた合理的配慮に
基づく支援を決定しています。
情報保障支援学生の育成や他部
署との連携も行っています。
(担当：アクセシビリティ支援室)

北星学園大学 東京大学
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関東聴覚障害学生サポートセンター★

放送大学では現在テレビの授業
番組（放送時間の約50％）が字幕
化されています。今後、さらに
字幕率を向上させていきます。
また、新しくラジオの授業番組の
インターネット配信に字幕を付与
する取り組みを行っております。

放送大学★

愛知教育大学★

2015年度より学生支援センター
として、障害をオープンにして
いない学生も含め、様々な困り
感のある学生、配慮が必要と思
われる学生を包括的に支援して
います。すべての学生が共に学
び成長することを目指しています。
（担当：学生支援センター）

日本福祉大学★

立教大学は、しょうがいの有無
にかかわらず、学生が相互に学
び合い共に支え合う、開かれた
キャンパスを目指します。授業
の支援、サポート学生の育成、
講座などを行っています。
(担当：しょうがい学生支援室)

立教大学

聴覚障害当事者の社会福祉従事
者の育成を図っています。支援
にあたっては学生の自己擁護力
と支援活用力の向上を最も大切
にしています。支援学生も未来
のソーシャルワーカーとして役
立つ経験をしています。
（担当：聴覚障害者大学教育

支援プロジェクト）

日本社会事業大学★
障害学生支援室では、障害学生
への合理的配慮、教職員へのコ
ンサルテーション、施設設備・
システム・制度のユニバーサル
デザイン化を推進するため学内
連携等に取り組んでいます。

（担当：障害学生支援室）

愛知教育大学では、学生が中心
となって、パソコンテイクを主
に支援を行っています。毎日昼
休みに開く練習会を兼ねた交流
会に加え、遠隔システムを利用
した連携練習などを行って、よ
りよい支援を目指しています。

（担当：修学支援室)

名古屋大学

静岡福祉大学

障害学生支援ルームでは、聴覚
障害のある学生の個々の状況や
ニーズ、授業の内容・方法等の
環境的要因をふまえて、様々な
形（各種通訳、機器の使用等）
で情報保障を行っています。
（担当：障害学生支援ルーム)

京都大学

同志社大学★
本学では学生支援課が中心とな
り、障害学生の支援体制の整備
を行っており、聴覚障害学生に
対してはノートテイク会の学生
と連携し、主にパソコンテイク
による支援を行っております。

（担当：学生支援課）

千葉大学

身体障害・発達障害・精神障害
があるために修学上の困難を感
じている学生に、専任教員が相
談に応じ、特性やニーズに合わ
せて必要な支援や配慮の提供を
コーディネートしています。
（担当：障害学生支援室（修学サポート室）)

静岡大学

障がいのある学生が、他の学生
と等しい条件で学生生活を送れ
るよう、約250名のスタッフが
講義保障（PC通訳・NT）を中
心に様々な支援を行っていま
す。学外からのPC通訳要請にも
可能な範囲で応じています。
（担当：障がい学生支援室)

（担当：学生支援総合センター）
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（2019年4月現在　★は幹事大学・機関　★★は代表幹事大学）

大阪大学★

2012年度から「障がい学生修学
支援ルーム」を設置し、教員・事
務スタッフが相談・支援にあ
たっています。支援学生と連携
し手話・ノートテイク・パソコ
ンテイクなどニーズに応じた支
援を行っています。
（担当：障がい学生修学支援ルーム）

大阪教育大学★

福岡教育大学

2017年5月に「教職員対応ガイド
ライン」を制定し、障害のある
学生が学ぶことのできる環境を
整え、教育の機会均等の提供と
ともに、障害者差別解消に向け
て、全学的に取り組んでいます｡
(担当：障害学生教育支援センター)

京都産業大学

京都を中心に支援者派遣や養
成、交流会、学生・教職員から
の相談受付などをしています。
学外の支援者として、広く聴覚
障害学生のための環境整備をで
きるようお手伝いをしています｡

（担当：事務局)

全学的な修学支援体制のもと、
合理的配慮として情報保障の提
供等を行っています。支援の質
を含め、聴覚障害学生が自分に
必要な環境を整備できるような
支援を重視しています。
（担当：キャンパスライフ健康支援センター）

特定非営利活動法人ゆに
松山大学では、学生支援室を中
心に、授業や学生生活の支援に
関する相談を受け付け、指導教
授や関係各部署と連携を取り、
障がい学生等に必要な支援の
コーディネートを行います。
（担当：学生部学生支援室)

2015年8月1日に障害学生支援室
は更なる支援の充実を図るため
障害学生支援センターとして発
足しました。学生への教育及び
学生生活の支援の他、各種講習
会・研修会の開催や、他大学生
との連携を行っています。
（担当：障害学生支援センター）

九州大学
本学では障害の有無に関わらず
学生の個性と能力を発揮できる
修学環境整備をしています。PC
テイク等の支援提供や人材育成
を通し、全学でインクルーシブ
な環境作りを目指しています。
(担当：インクルージョン支援推進室)

松山大学

愛媛大学★

聴覚・視覚障害学生を対象とし
た日本で唯一の高等教育機関
で、天久保キャンパスには200
名以上の聴覚障害学生が学んで
います。また、障害者の高等教
育を進める全国共同利用拠点に
も指定されています。
（担当：障害者高等教育研究支援センター）

筑波技術大学★★

九州ルーテル学院大学
総合支援センターは、障がい学
生支援を全学的に行う相談窓口
としての機能を持ち、4名のコー
ディネーターが学部と連携し支
援にあたっています。ノートテ
イク、映像の字幕付け等、情報
保障を提供しています。
（担当：キャンパス自立支援室）

関西学院大学★
感恩奉仕の精神の下、一人ひと
りの学生のニーズを大切にした
支援を行っています。聴覚障が
い学生支援では、PCテイクや補
聴機器による情報保障の他、手
話サロンを開催しています。
(担当：障がい学生サポートルーム)

聴覚障がい学生のキャンパスラ
イフを、講義保障を中心に、教
務課・学生課・支援室は連携し
てサポートしています。PCテイ
クを行う支援学生の養成にも積
極的に取り組んでいます。
(担当：障がい学生高等教育支援室)

広島女学院大学
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札幌学院大学★
北海道大学
北星学園大学
宮城教育大学★
みやぎDSC★
群馬大学★
東京大学
早稲田大学★
立教大学
日本社会事業大学★
関東聴覚障害学生サポートセンター★
放送大学★
千葉大学
静岡大学
静岡福祉大学
名古屋大学
愛知教育大学★
日本福祉大学★
同志社大学★
京都大学
京都産業大学
特定非営利活動法人ゆに
大阪大学★
大阪教育大学★
関西学院大学★
広島女学院大学
愛媛大学★
松山大学
福岡教育大学
九州大学
九州ルーテル学院大学
筑波技術大学★★

（2019年8月現在）

井坂行男　  大阪教育大学教育学部・教授

三好茂樹　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授

藤野友紀　  札幌学院大学人文学部・准教授

松﨑　丈　  宮城教育大学教育学部・准教授／みやぎDSC・代表

金澤貴之　  群馬大学教育学部・教授

斉藤くるみ  日本社会事業大学・教授

山本　篤　  関東聴覚障害学生サポートセンター・代表

志磨村早紀  早稲田大学スチューデントダイバーシティセンター

　　　　　  ・障がい学生支援コーディネーター

広瀬洋子　  放送大学・教授

太田知啓　  愛知教育大学なんでも相談室・学務部長

末盛　慶 　 日本福祉大学学生支援センター・センター長

阪田真己子  同志社大学学生支援センター・障がい学生支援室長

中野聡子　  大阪大学キャンパスライフ健康支援センター・講師

松岡克尚　  関西学院大学人間福祉学部・教授

加藤哲則　  愛媛大学教育学部・准教授

佐藤正幸　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・センター長

白澤麻弓　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長

白澤麻弓　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長補佐

萩原彩子　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助教

事業コーディネーター

磯田恭子　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助教

中島亜紀子  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助教

石野麻衣子  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・特任研究員

事務局員

三好茂樹　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授

松久保大作  筑波技術大学聴覚障害系支援課・課長

河野純大　  筑波技術大学産業技術学部産業情報学科・准教授

事務補佐員

吉田未来　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員

関戸美音　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員

運営委員会

事務局

代表

運営委員
石原保志　  筑波技術大学・学長

PEPNet-Japan 正会員大学・機関

http://www.pepnet-j.org/

★は幹事大学・機関　★★は代表幹事大学
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aso@sacc.hokudai.ac.jp

011-706-7463
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https://www.kwansei.ac.jp/students/
students_m_004599.html
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…

184-8501 4-1-1 
042-329-7905 gsupport@u-gakugei.ac.jp
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※一般の人（オープンユニバーシティ、科目履修生、学会、オープンキャンパス）にも対応可
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Twitter
Instagram

shosapo_tfu
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((e--mmail::sshien@ims..ssgu..aac..jjp)

//
UUD

((PC ))
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TEL 022-214-3651 e-mail csd@adm.miyakyo-u.ac.jp 
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(occupat ion) (job)
1) Work

Work  

I didn 't  know anything but  I 
knew I didn 't  know anyth ing.

 

Role Roll
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2017
2019

 
293 (2013 ) 228 (2014 ) 173 (2015 ) 103 (2017 )

75 (2018 ) 91 (2019 )

101 (34.5%) 58 9
18 3 13 (

2019 47 (51.6%)
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